
「運」は偶然？必然？ 

校長 川㟢 貞昭 

 

 立冬も過ぎ、朝晩の冷え込みも厳しくなってきました。先日の展覧会には、多くの保護者、地域の皆様に参観

いただき、本当にありがとうございました。アンケートでも、子供たちのがんばりをほめていただき、今後の活

動の励みになることと思います。 

 先日、6年生の担任が私のところに、クラスの児童の中学校受験書類を持ってきました。私はその書類を見て、

そんな季節になってきたなと感じました。 

 よく「あいつは運のいいやつだ」とか、「彼は強運の持ち主だ」といい、「俺は運のない人間だ」「つきのない

男だ」と言っている人を見かけます。「彼は宝くじで大金を手にしたようだ。運のいいやつだ。」と羨ましがって

いる人がいます。当てた人は確かに運がよかったのかもしれませんが、とにかく日頃から関心を持ち、宝くじを

買ったから当たったのです。芸能界やスポーツの世界でも、主役やレギュラーが病気で穴をあけたときの代役を

振り当ててもらえるのも、日頃からコツコツと実力をつけ、まわりの人との人間関係をつくる努力をしているか

らです。 

 ある野球の監督が、「勝ちに不思議な勝ちはあるが、負けに不思議な負けはない。」と言っています。また、中

国の諺にもあるようですが、相手にエラーが出て運よく勝てることはあるが、負けるときは運ではなく負けるべ

くして負けたのだ。必ず、負けた理由があるものだということです。 

 このように考えると、運は「棚からぼた餅」式に待っていてはめぐってきません。運は引き寄せるものです。

日頃からそのことに関心を持ち、運を呼び込む土壌を作り、準備しておくことが大切です。これは受験に限った

ことではなく、普段の生活の中でいつも心しておきたいことです。 

  

私が中学校の教員時代に、この時期に生徒に話していたことです。 

＜「運」を呼び込む受験期の心得１０箇条＞ 

１ すべての基礎は教科書にある。学校の授業を大切に。 

２ 計画を立て、規則正しく、マイペースでコツコツと。  

３ 勉強は精神を集中し、効率よく。 

４ 参考書・問題集は吟味して、基礎力を確実につけること。 

５ テストの成績に一喜一憂することなく、まずミスをチェックする。 

６ 不確実な情報に惑わされないために、先生や親を信頼しよく相談する。 

７ 志望校の特色を調べ、自分の能力や適性に合った学校を。 

８ ストレスの解消や体力の保持のため、趣味や運動も忘れないこと。 

９ 受験期の孤独は禁物。友達とお互いに励ましあうこと。 

10 やる気があればできないことはない。最後まで捨てずに頑張ること。 

二葉だより 平成２９年１１月３０日 
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http://www.sumida.ed.jp/futabasho/ 
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